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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八丈出張所管内の感染症流行情報　　　　　　　　　（八丈町・青ヶ島村）

    第8週（2/17～2/23）八丈出張所管内　COVID-19　5件

　

★八丈出張所管内で第8週に新型コロナウイルス（COVID-19）報告が5件（前週12件）ありました。
★東京都全体ではCOVID-19の定点当たりの報告数は第7週（2/10～2/16）で3.27人（前週3.55人）で
今後の動向に注意が必要です。

★ 東京都全体では伝染性紅斑の定点当たりの報告数が第7週で1.03人 （前週1.44人）高値であり、
警報レベルが続いています。

つつが虫病は日本各地で風土病として知られており、
北海道と沖縄を除いて、全国的にみられます。伊豆諸島
でも古くから「七島熱」として知られて1950年代に大流行
した記録があります。その後患者報告数は減少はしましたが、
現在でも毎年、つつが虫病の患者が出ており依然として注意
が必要な感染症です。
※右図は東京都のツツガムシ病の流行状況を示したグラフに
なります。（患者報告の大多数が島しょ地域からです。）

1 病原体と感染経路
つつが虫病の病原体は「つつが虫病リケッチア」という細菌で、この細菌を持つ

「ツツガムシ」というダニに咬まれることで、この細菌に感染します。「ツツガムシ」
は、孵化してすぐの幼虫の時に、動物に咬みついて組織液を吸います。この時にダニの
体内の細菌が咬みつかれた動物にうつります。こうやってつつが虫病に感染していき
ます。この細菌はダニの親から子へと受け継がれて行きますが、つつが虫病の動物から
咬みついたダニの方にこの細菌がうつることはありません。また、つつが虫病は人から
人にうつることはありません。
2 つつが虫病の症状
この細菌に感染すると、5日から14日（通常は1週間）の潜伏期を経て発症します。

皮膚に特徴的なダニの刺し口がみられ、39度以上の高熱を出し、数日後には体幹を
中心に発疹がみられます。この刺し口・発熱・発疹が主要3徴候と呼ばれ、ほとんどの
患者にみられます。また、重症例では死亡することもあります。
3 つつが虫病の治療
治療は抗菌薬の投与を行います。早期の治療が何よりも重要になりますので、早め

の受診が大切になってきます。
4 つつが虫病の予防
予防については、ワクチン等はありませんので、ダニに咬まれないことが何より重要になってきます。

「ツツガムシ」は野山や河川に生息しており、春から初夏にかけてと秋から初冬にかけての2つの発生
ピークがあります。野山に分け入る際には、長袖・長ズボンなど肌の露出を減らした服装をすることが
大切です。
また、「ツツガムシ」は一度咬みつくと1～2日間は咬みついたままです。咬みつかれても痛みやかゆみ
は無く、大きさも約0. 2ミリと大変小さいため、気づかれないことがほとんどです。そのため、野山に
分け入った後は、入浴してダニを洗い流すことが効果的となります。
5 つつが虫病に要注意
伊豆諸島では、つつが虫病がよくみられていますので、野山に分け入る際には注意してください。

また、野山から帰った後に上記の症状がみられた場合は、早めに医療機関を受診していただくことが
何よりも大切になってきます。
引用︓東京都感染症情報センター「つつが虫病」/島しょ保健所大島出張所 保健所だより2018年第3号
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新型コロナウイルス感染症・伝染性紅斑にご注意ください！

東京都におけるつつが虫病患者報告

つつが虫幼虫体長0.3～0.7㎜

つつが虫幼虫の挿し口
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